
（様式第２号）

　SDGsの内容を理解しSDGs達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。

記

SDGs達成に向けた経営方針等

要件２の関連

する番号

なお取組が複数の分野にまたがる場合は、それぞれの分野を入力してください。

・要件２に記載した取組との関連性がある場合には、「要件２の関連する番号」に番号を記載して

ください。

【記載留意点】

・上記については「SDGs達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、「SDGｓ達成に向け

た具体的な取組のチェックリスト」（様式第３号）に記載いただいた取組を踏まえ、

「SDGs達成に向けた重点的な取組」を記載してください。

・指標は、原則として数値目標を記載してください。

・「環境」、「社会」、「経済」の３側面のすべてについて重点的な取組を記載してください。

環境

社会

経済

株式会社オオハシの電線リサイク

ル事業は良質な銅を効率よく回収

し利用する事と被覆材である再生

樹脂(主にポリエチレンと塩化ビニ

ル樹脂)の純度を上げ再利用するこ

とである。

産業廃棄物ゼロを目指して活動してい

ます。
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電線・ケーブルの解体事業で非鉄金属(主に銅とアルミ)及び被覆樹脂(主にポリエチレンや塩化ビニル)のリサ

イクル・資源循環に着目し脱炭素社会構築に取り組んでいます。

３側面 SDGｓ達成に向けた重点的な取組 2030年に向けた指標

環境

社会

経済

電線解体で発生する絶縁体(架橋ポ

リエチレン)は従来産業廃棄物や燃

料として処理されてきましたが、

再生ポリエチレンに戻す技術を開

発(可塑化)し更に資源循環と脱炭素

社会構築に寄与しています。この

技術を事業化した企業は弊社だけ

であり海外にも積極的にPRしてい

るところです。

弊社のXPR技術を架橋ポリエチレン製

品を製造している国内外の企業様に提

案し架橋ポリエチレンの資源循環を促

すことにしています。
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